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研究成果の概要（和文）： 
１． アメリカのノースカロライナ州で北米環境教育国際会議で、革新的な教材の開発や教師教育

プログラムの開発に関する研究発表を行った。 

２． 三浦市教育研究所、和歌山県教育センターで、ESD用の教材開発を行い、教師教育プログラ

ムを開発、実践した。三浦市では4件の防災教育などのカリキュラムを開発した。 

３． 神奈川県中教育事務所で、集中的な短期の教師教育プログラムを開発、実践し、実践カリキ

ュラムを10件開発した。 

４． 麻布大学で、博物館や教育委員会などと連携した長期間の教師教育プログラムを開発、実践

し、そのプログラムの評価を行った広島県白木高等学校で、ESD用のカリキュラムの実践と

その評価を行った。 

５． 国内外の学会に出席し、資料収集を行うとともに、研究成果を発表する。学校や施設を訪問

し、資料収集を行った。 

６． 教員研修センターの環境教育指導者育成の研修会で、革新的なアイデアカードを利用して約

100人の参加者に研修を行った。そのカードの成果や課題などの研究を行い、カードを改善

した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
１．We had a presentation on the development of innovative teaching material and 

teacher training programs at the NAAEE international conference in North Carolina 
in USA. 

  
２．We developed the teaching materials for ESD and implemented teachers training 

programs at the Miura municipal educational center and the Wakayama prefectural 
educational center. The participating teachers in Miura developed the four good 
curricula on the natural disaster preparedness and reduction.  

 
３．We developed and implemented the intensive short-term teacher training program 

at the Kanagawa prefectural Naka educational office and participants developed 
the ten good practical curricula during the workshop. 

  
４． Dr. Okamoto developed the long –term teacher training program in cooperation 

with the museum and the board of education in Sagamihara city. We implemented  the 
teacher training program for the Shiraki High School in the Hiroshima prefecture  
and participating teachers developed and implemented the curricula for ESD there. 
As a result , we analyzed the data which were collected there and evaluated the 
effectiveness and issues by the practice. 
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５．We attended the conference in Japan and foreign countries to have presentations 
on our research and collected many manuscripts. We also visited many schools and 
facilities and collected many manuscripts for ESD.   

 
６．We held the leader training program for Environmental education at the teacher 

training center by using the innovative Idea Card for ESD where about 100 teachers 
participated. We revised the Idea Card through making the research on how useful 
it was. We had some findings of the effectiveness and issues of it.  
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１． 研究開始当初の背景 
学校基本法、学校教育法、学習指導要領が

改訂されたことによって、今後の学校教育の
中で持続可能な社会の構築のための子ども
の資質・能力の育成が求められるようになっ
た。 
 

２．研究の目的 
本研究は、その様な要求に対応するために、

学校で教員が持続可能な社会の構築のため
の教育のカリキュラムや教材を開発し、地域
を利用して指導することができる教員の能
力を育成するための革新的な教師教育プロ
グラムの開発、実践すること、そして、開発
されたカードやシートなど教材・教具やプロ
グラムを、他の教師教育機関が利用できる形
で提供することを目的とする。 
 

３．研究の方法 
(1)代表者や分担者が共同で、革新的な教材
の開発や教師教育プログラムの開発を行う。 
 
(2)三浦市教育研究所、和歌山県教育センタ
ーで、ESD用の教材開発を行い、教師教育プ
ログラムを開発、実践する。 
 
(3) 上越教育大学で、ESD用に教材を改善し、
教員養成プログラムを開発、実践し、そのプ
ログラムの評価を行う。 

 
(4)東京都市大学で、ESD用のプログラムを開
発、実践する。 
 
(5)神奈川県中教育事務所で、教師教育プロ
グラムを開発、実践する。 
 
(6)麻布大学で、教材を開発し、博物館や教
育委員会などと連携した長期間の教師教育
プログラムを開発、実践し、そのプログラム
の評価を行う。 
(7)広島県白木高等学校で、教師教育プログ
ラムを実施し、ESD 用のカリキュラムの開発
を行う。 
 
(8)学会に出席し、資料収集を行うとともに、
研究成果を発表する。学校や施設を訪問し、
資料収集を行う。 
 
４．研究成果 
(1)アメリカのノースカロライナ州で北米環
境教育国際会議で、革新的な教材の開発や教
師教育プログラムの開発に関する研究発表
を行った。 
 
(2)三浦市教育研究所、和歌山県教育センタ
ーで、ESD 用の教材開発を行い、教師教育プ
ログラムを開発、実践した。三浦市では 4件
の防災教育などのカリキュラムを開発した。 



 
(3) 上越教育大学で、ESD用に教材を改善し、
教員養成プログラムを開発、実践し、その成
果を論文にまとめた。 
 
(4)東京都市大学で、ESD用のプログラムを開
発、実践し、論文にまとめた。 
 
(5)神奈川県中教育事務所で、集中的な短期
の教師教育プログラムを開発、実践し、実践
カリキュラムを 10 件開発した。 
 
(6)麻布大学で、博物館や教育委員会などと
連携した長期間の教師教育プログラムを開
発、実践し、そのプログラムの評価を行った。
島県白木高等学校で、ESD 用のカリキュラム
の実践とその評価を行い、論文にまとめた。 
 
(7)国内外の学会に出席し、資料収集を行う
とともに、研究成果を発表する。学校や施設
を訪問し、資料収集を行った。 
 
(8)教員研修センターの環境教育指導者育成
の研修会で、革新的なアイデアカードを利用
して約 100人の参加者に研修を行った。その
カードの成果や課題などの研究を行い、カー
ドを改善した。 
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